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校訂になる校訂版テキスト（Stromata Buch VII und VIII ; Excerpta ex Theodoto ; 
Eclogae Propheticae ; Quis dives salvetur ; Fragmente / Clemens Alexandrinus ; 
herausgegeben im Auftrage der Kirchenväter-Commission der Königl. Preussischen 
Akademie der Wissenschaften von Leipzig: Hinrichs, 1909; Die Griechischen 




したい．近代語訳としては，イタリア語訳（Clemente Alessandrino, Gli Stromati: Note 
di vera filosofia, Introduzione, traduzione e note di Giovanni Pini, Milano 1985）および

























































































































































































































































































































































































































































   5）「あなたは，死した人間が戦利品となるのを見て悦び， 

















     これがわたしにとって何か良きことになりますように． 
     わたしは右のスリッパで，外套を踏んづけて裂いてしまいました． 


































    「奉納された書物をも恐れる」（ﾃﾞｨｵｹﾞﾈｽ，断片 21）． 
ディオゲネスは，ある邪悪な人の家に，  
    「勝利の栄光を帯びたヘラクレスが 

























     あなたはそのために真の薬草を求めねばなるまい． 
     だがいま，あなたは持っていない．虚しきものに対しては， 






    「オレステスよ，どんな病がお前を破滅させたのか． 




























































































    「神々のためには，しっぽと腿肉だけを， 
     あたかも少年愛好者に対するように，捧げなさい」． 
5）さらに彼は，作品『セメレ』の中にディオニュソスを登場させ，次のような台詞を
言わせている． 
    「誰かがわたしに生贄を捧げる際には，まずもって， 
     血，膀胱，肝臓，心臓， 
     大網膜の表面を捧げなさい．わたしは甘い部分も，大腿骨も 
     食べないのだから」（ｴｳﾌﾞﾛｽ『ｾﾒﾚ』断片 95）． 
31.1）一方メナンドロスも，次のような詩句を作っている． 
    「腰の極み， 
     それに胆汁，食べられない骨は神々に捧げ， 









    「この時から地上では，人間の族が神々のために， 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 3）しかしながら＜覚知がすべての人に備わっているわけではない＞（1 ｺﾘﾝﾄ 8,7）．
使徒は語る．＜兄弟たちよ，わたしはあなたがたが次のことに関して無知でいること



































































































































    「三番目にも四番目にも， 
     十二番目にも入らず，話題にも，数のうちにも入らない」 
（ﾌｫﾃｨｵｽ『図書総覧』618）． 
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3）＜むしろ，風が地の表面から吹き飛ばすちりのようだ＞（詩篇 1,4）．そして＜つぼ
から落ちるしずくのようだ＞（ｲｻﾞﾔ 40,15）． 
 4）以上，ここまでわたくしが述べてきた事柄は，要点をかいつまんで描き出した倫
理的な諸問題でもある．われわれは，最初に約束したとおり，あちらまたこちらと取
り留めなく，真なる覚知の教説に属する火花を撒いてきた．秘儀に与かったことのな
い初心者には，聖なる伝承の発見を安易になしえないようにするためであり，今われ
われは約束に戻ることにしよう．111.1）おそらくこの『ストロマテイス』（「綴織」）
は，見栄えを良くするために列を整えて植樹され飾られた楽園には見えないであろう．
むしろ言わば陰深く生い茂り，糸杉やプラタナス，月桂樹や蔦，あるいはリンゴやオ
リーヴ，イチジクなどの植わった山に似るであろうか．この果樹園には意図的に，実
りをもたらす木も実りを為さない木も混ざっている．それは，熟した実りを奪い取っ
たり盗んだりする者どもに対し，論述のありようがその目をくらますようにと意図し
てのことである．2）ここから農夫は，移し変えたり植え直したりして，見目麗しき楽
園・甘美な森を作り上げられるがよかろう．3）この『ストロマテイス』は，秩序だっ
た体系や叙述を目指したものではない．これは文体の点でも，ギリシア人たちが望ま
しいとし，教説を植えることを忘れ，真理に則らずに行ってきたものとは異なるであ
ろう．むしろ，もし読者を得たならば，労苦に値し豊かな発見をもたらすものとなる
ように意図したものなのである．魚の種類に応じて，餌の種類も多種多様であるべき
だからである． 
 わたくしどもの『ストロマテイス』（「綴織」）第７巻は以上とし，これに続く巻の記
述は，また異なった論点から行うことにしたい． 
 
 
113 
 
